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０　はじめに

　近世の国語辞書「倭訓栞」にはどのような語彙が収

められているか、その特徴を具体的な数値とともに示

したものはない。従来、倭訓栞の収録語彙の性格につ

いては、次の青木伶子氏のような評が一般的であっ

た。長くなるが引用する（なお、一部表記を改めた）。

　本書を三編に分つことは、（中略）編纂当初か

らの方針であったことが知られる。言語浩繁なる

が故の止むを得ぬ処置ではあったやうであるが、

三編の採集語にはそれぞれの特色が見られ、やは

りそれは編者の言語意識の反映と考へられる。即

ち前編は凡例に言ふが如く、古言雅語を中心と

し、収載項目数約七千五百、中編には俗語・方言

をも収め口語的色彩強く、項目数九千六百余り。

項目数では中編がまさるけれども、前編は基本的

な、詳しい解説を要する語を収める故に、量的に

は中編の約一、四倍を占める。後編は約三千八百

項目、動植物・固有名詞・外来語等の比率の高い

ことが特徴的である。勿論中編にも古語・外来語

の収載あり、後編にも俗語が目立ちはするけれど

も、概して言ふならば、たとへば中編所載の古語

は、古語の中ではやや雅ならざる感あるものが多

い。従って擬音語・擬容語の類は古語口語に拘ら

ず殆ど中編に収める。前編に散見するオノマトペ

アは「ほのか」より出た「ほのぼの」、小雨の義

より出たかと士清の考へる「さめざめ」の如く、

普通語から転じたものが多い。１）

　ここで青木氏が示すように（具体的な引用は中略

部に示される）、諸本ある倭訓栞の中で世に出回った

「整版本」の冒頭には「凡例」が置かれ、

○言語浩繁なれは簡帙もまた重大なるをもて分て

三編とす今前編を刊行す此編もはら古言雅語を解

釋するものなり

という一節が書かれている。ここでは、編纂が進むに

つれて膨大になった辞書を三編に分割した際、初回刊

行の前編には雅語を中心に収めたということを示して

おり、収録語彙の特徴に関する従来の指摘は、これを

そのまま受けた印象論の域を出ないものである。

　倭訓栞は、近年の研究の進展に伴って印象論に基づ

く従来の説が多々訂正されるに至っており、改めて詳

細なデータとともに諸事象を検証し、その評価を見直

す必要がある書物である。

　以上の流れを受けて、本稿では倭訓栞の語彙分類を

試みるとともに、今後の研究の趨勢を図ることを目的

とするものである。

１　分類目的とその方法

　現行の国語辞書においては、収録した語彙の分類

（特に品詞分類）表示を行うことがほぼ自明となって

いる。この流れは、近代に成立した「言海」以降、編

著者を問わずに続けられてきたと言って良い。言海で

は、冒頭に置かれた「本書編纂ノ大意」の中で次のよ
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うに述べ、各見出し語に品詞を注記している。

（二）辞書ニ挙ゲタル言語ニハ、左ノ語種ノ解ア

ラムコトヲ要ス。

其一。発音。（略）

其二。語別。例ヘバ、やま（山）かは（川）等ノ

名詞ナル、われ（我）なむぢ（汝）等ノ代名詞ナ

ル、（略）其他、数詞、枕詞、発語、接頭語、接

尾語ノ類、語毎ニ必ズ標別セズハアルベカラズ。

　これまでの研究から、倭訓栞は言海を初めとする近

代国語辞書の成立に様々な点で大きな影響を与えたこ

とが知られている。しかし、そもそも倭訓栞には体系

立った語彙の分類表示などは無いため、その分類意識

が近代以降に継承されたか否か、といった観点で評価

が為されることはなかった。

　倭訓栞を含め、近世国語辞書の語彙の分類に関する

研究は、研究者の側で基準を定めた上で行われる必要

があるわけだが、管見の限り具体的な成果は公表され

ていない。しかし、決して不必要な作業であると考え

られてきたわけではなく、その重要性は事あるごとに

指摘されてきた。２）

　倭訓栞における語彙分類を工夫し、全編通じて約

２万語を収録するとされる倭訓栞が具体的にどのよう

な語彙で成り立っているのかを示すことで、その性格

を浮き彫りにし、ひいては、編纂目的や想定読者層の

解明につながることが期待される。「前編には雅語や

古語が多い」という指摘が実態と合っているのか否

か、といったことも明快なデータとともに答えを出す

のが理想である。

　ただし、分類の指標をどのように設定するかという

ことには慎重になる必要がある。例えば古語や雅語に

関しても、そもそも編者谷川士清がどのような語を古

語や雅語と捉えていたのかということが現時点では分

からないため、雅俗という指標を現代の辞書などから

敷衍して用いることは憚られる。大半は現行の認定と

重なるものであると考えられるが、結果として意図せ

ぬものを雅俗それぞれに認めてしまうことで、近世当

時の言語実態と乖離した結果を導いてしまいかねない

からである。品詞分類に関しても同様であり、後述の

通り谷川士清の品詞論が解明されていない以上、例え

ば学校文法の品詞論に基づき、演繹的に品詞認定を行

うことは難しい。

　では改めて、どのような分類が有効であるかを考え

ると、個々の用例から帰納的に決定していける妥当な

指標としては、意義による分類を挙げることができよ

う。その前準備として、次節では代表的な指標である

品詞分類の成否を具体的に考察する。

２　現代的な品詞認定は可能か

　品詞論の通時的研究は現代でも盛んであるが、品詞

論が近世中期に興隆したことは国語学史の通説と言っ

て良い。品詞論は、近世中期以降、富士谷成章や鈴木

朖らによって論考が示された後、明治に入って西洋言

語学の影響を強く受けるかたちで本格化する。

　谷川士清は富士谷成章とほぼ同時代の国学者であ

り、国語学史上早い段階で五十音図と動詞活用を結び

付けた人物として評価されているが３）、品詞分類に関

する著作等は知られていない。

　倭訓栞の「凡例」には、言葉の分類に関する記述と

して次のようなものがある。

○我邦の語に會意あり轉注あり假借あり二合なる

あり三合なるあり發語の辞あり助語の辞あり又雅

語あり俗語あり雅語に讀書詞あり詠歌詞あり俗語

に官府詞あり叢林詞あり雅俗ともに熟語あり緣語

あり倭語に似て漢語あり韓語あり梵語あり蠻語あ

りこれら悉く類をもて聚めぬ（前編巻１）

　ここでは、倭訓栞に収載した語彙について、品詞や

語種といった複数のレベルで分析的に捉えていること

が明示されている。言葉の集積である辞書の編纂に際

して、士清が語の分類というものを少なからず意識

していたことが分かる。その一方で、各々の分類基準

は明らかにされておらず、個々の記述や編纂では語に

分類を施したというよりはむしろ雑多に語彙を取り込

んでいった編集方針が見て取れる。倭訓栞冒頭の「凡

例」及びそれに続く国語の概説である「大綱」部分に

も、語彙分類に関する具体的な言及はない。部分的

に、語釈の中で「あに（豈）　発語の辞」というよう

な注記が見られるのみである。ただし、枕詞に関して

は語釈中に「枕詞」の文字列が見られることが多い。

　然るに、「あふぎ」では語釈中に「あふぐを体にいへ

り」という記述が見られるが、このように語釈の中

で「●●を体にいへり」「●●を用にはたらかす」な

どと用言と体言を意識していたと思われる箇所が見ら

れる。また、自筆本には「うなだれ→うなだる」の如

く、見出し語の語形を所謂動詞の連用形（あるいは名

詞）から終止形に訂正するもの、あるいはその逆の状

況も散見される。このことから、近世国学の流れの中

で体・用の概念や用語を用いていたこと、そして見出し

語の語形を示す中でそれが何らかの形で意識されてい

たことは理解される。しかし、「体」と「用」の対概念を
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部分的に導入していたとしても、所謂動詞の連用形

がすべて「体」になるというような単純な図式ではな

く、それが語彙分類の統一的な注記となることはな

い。

　以上のように、見出し語の語形を以て士清の分類意

識を倭訓栞から機能的に計り知ることは極めて難しい

とともに、語釈で示された語義から意味分類を施して

いく必要性が見出せる。

　なお、本稿末に示した別表では品詞分類を施している

が、あくまでも暫定的なものであることを付言しておく。

３　古典対照分類語彙表の利用

　「古典対照語い表」４）の刊行以降、「分類語彙表」

（「分類語彙表―増補改訂版―」）５）の分類番号と掛け

合わせて古典語を研究する手法が見られるようになっ

た。６）その流れが結実したものが「日本古典対照分類

語彙表」７）である。17の古典文学作品における語彙を

意義分類したシソーラスであり、分類語彙表で示され

た意味分類番号を付し、さらに電子データとともに公

表するという画期的な成果である。このデータは様々

な方面からの利用が期待でき、今後、本書を活用した

古典語研究が活発化することが予想される。

　世に日本語シソーラスの類はいくつか知られている

が、国語研究においては「分類語彙表」で示された分

類が一つのたたき台的指標となっている現状がある。

その中で、古典対照分類語彙表の刊行を受け、古典語

を多く収載している倭訓栞の語彙を分類するに際し

て、そこで行われた分類がどれほど有効に働くかを検

証する必要があろう。

　また、電子データで提供された古典対照分類語彙表

について、倭訓栞研究の中で蓄積された見出し語の

データを掛け合わせることで、いか程効率的に分類作

業が行えるのか、という点も興味深い。以下、倭訓栞

の語彙分析において分類語彙表に基づく意義分類を導

入し、意義を検討していく。

４　自筆本倭訓栞ア行の分類試論

　まず、倭訓栞の初期稿本である自筆本について、先

に作成した見出し語の一覧データを用意し、古典対照

分類語彙表のデータとクロスさせていくことを試み

る。自筆本を取り上げる理由として、編纂の初期構想

の解明に繋がるその性格を探る一助とする一方、清逸

本や整版本との比較が意味を為す可能性を持つか否

か、判断することを見据えるものである。なお、本稿

ではサンプル調査としてア行（あいうえを）の各見出

し語（528項目）を扱うこととする（本稿末にア行所

属の全ての語を掲載する）。

　結論を示せば、

①収録語彙の活用や連語化に基づく語形の相違

②収録語彙の位相の相違

③意味分類の相違

④データの排列順位による相違

⑤諸本の異同に基づく相違

⑥単語区切り

⑦清濁認定の相違

といった各点から、機械的に結び付けられたデータは

半数程度にとどまる上に、それらも含めて一つ一つの

見出し語の確認が不可欠であり、古典対照分類語彙表

のデータをそのまま流し込んでいくだけで満足させる

ことは不可能であった。古典対照分類語彙表で示され

た古典語の意義分類は大いに参考になる一方、大半の

作業が「分類語彙表」を用いた認定作業となった。８）

　ここで、「古典作品の形容語使用状況についての考

察―古典対照語い表・分類語彙表を用いて」９）で示さ

れた次の作業を援用することとする。

○ MC コード（分類番号）の付け方基準

１）古典語の意味に対応している現代語がある

場合はその語の MC を付ける。

例：おそろし＝恐ろしい3.3012（-01は省略し

た、以下同じ）

２）現代語にない古典語は、意味を現代語に訳

してその現代語の MC を付ける。

３）複数の意味を持つ古典語は、原義と思われ

る語義を現代語に訳してその現代語の MC を

付ける。例：あはれなり＝感慨深い3.3002（本

来は、用例本文に一々当たり文脈上の意味で

MC を付すべきであるが、辞書的基本語義で代

表させるという、便宜的措置をとった）

４）名詞などに形容語の付いた複合語は、後部

構成要素の MC を付ける。例：残り多し・残

り少なし＝多し・少なし3.1910

５）名詞又は動詞に形容語化する接尾辞の付い

た語は、形容語を重視する立場から次のように

処理した。

～ざまなり＝3.1302　例：うちすてざまなり、

わたくしざまなり

～がちなり＝3.1331　例：四位五位がちなり、

かへりみがちなり
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～やすし、～がたし、～ にくし＝3.1346　例：出

で易し、扉き易なり、明かし難し、入れにくし

～がはなり、～がま（は）し、～まうし＝3.3030

例：あるじがほなり、ことありかはなり、もの

へだてがまし、みだりがはし、こたへまうし

例外：樵られがまし＝苛立たしい3.3013

　すなわち、本研究では上記の１）～５）に加えて次

のような操作を行い分類番号を付与していくこととし

た。

①古典語に対応した現代語に関しては、原則とし

て古典対照分類語彙表での認定に従って分類番号

を採取する

②見出し語の語形が分類語彙表と異なる場合に

は、語釈中に示された語義をもとに採取する

③見出し語が動詞連用形か名詞かの判別ができな

い場合、語釈中の語義によってそれを認定する

④見出し語が多義語の場合、本文中で示された意

味を全て採取する

⑤一つの項目の中で派生語が示される場合、それ

は取らない

⑥見出し語が句・連語の形をとる場合も、本文で

示される意味に合致する分類を採取する

⑦各巻の冒頭に必ず示される「あ」「い」「う」な

どの「一文字見出し」と、分類語彙表では扱って

いない付属語の類についてはこれを考察の対象か

ら除外する

⑧枕詞に関しては、一般に枕詞と解釈されている

語であっても語釈中に「枕詞」と書かれていない

ものや枕詞としての用例が全く挙げられていない

ものについては原義が尊重されていると考えられ

るために別途分類番号を付す

　これらの作業を通じて、一項目に複数の分類番号が

付されることから述べ数としては615個の意義分類を

得るに至った。

１　体の類423

　1.1　抽象的関係62

　1.2　人間活動の主体72

　1.3　人間活動－精神および行為62

　1.4　生産物および用具77

　1.5　自然物および自然現象150

２　用の類105

　2.1　抽象的関係20

　2.3　精神および行為80

　2.5　自然現象5

３　相の類73

　3.1　抽象的関係34

　3.3　精神および行為32

　3.5　自然現象3

　3.9　枕詞4

４　その他の類14

　4.11　接続4

　4.30　感動10

　この結果から自筆本倭訓栞のア行における語彙の特

徴を分析すると、次のようなことが分かる。

①体の類が68.8％を占めており、所謂名詞を中心

として語彙が収集されている。

②体の類の中では、万遍なく用例が採取されてい

る。

③割合は少なくなるが、用の類や相の類、その他

の類においても全体的な分布の広がりが見られ、

一つの辞書の中で意味や所謂品詞の異なる語を意

図的に収集していくことで、日本語の総体を幅広

く示そうとしている。

５　まとめ

　本調査の結果、倭訓栞の収録語彙の分析において

は、分類語彙表の活用が十分有効であることはもちろ

んのこと、データ利用による作業の効率化はあまり認

められないものの、古典対照分類語彙表を援用するこ

とで研究者の垣根を超えて統一的な基準で研究を概観

することが可能であると分かった。また、倭訓栞の自

筆本増補部分や清逸本、整版本において、どのような

語彙について増補・節略が為されていったのか、とい

うことを探ることで、「倭訓栞は辞書としての何を重

視して編纂が進められたのか」ということが見えてく

ることが期待できる。諸本においても、本調査と同様

の分析は有効であると言えよう。

　本調査では扱えなかった付属語の類や語種、雅語・

俗語、歌語といった分類要素については、本調査の方

針で作成したデータベースに付与することで重層的な

分析を可能にするものと考えられるため、今後の研究

に俟ちたい。
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【自筆本ア行語彙分類】

巻-丁数，項目，品詞，分類

1-16o， あ，一文字，-
1-33u， あだ，名詞，11040（本体・代

理）
1-28o， あえもの，名詞，11100（類・

例）
1-21o， あはひ，名詞，11110（関係）
1-33o， ありさま，名詞，11300（様

相・情勢）/11310（風・観・姿）
1-24o， あもり，名詞，11527（往復）
1-19o， あき，名詞，11624（季節）
1-19o， あかつき，名詞，11635（朝晩）
1-19o， あさ，名詞，11635（朝晩）
1-19o， あした，名詞，11635（朝晩）
1-19u， あさぼらけ，名詞，11635（朝

晩）
1-27o， あけほの，名詞，11635（朝晩）
1-19u， あす，名詞，11643（未来）
1-19u， あさつて，名詞，11643（未来）
1-16o， ありか，名詞，11700（空間・

場所）
1-25u， あた，名詞，11962（助数接

辞）/12200（相手・仲間）
1-20u， あらひとかみ，名詞，12030

（神仏・精霊）
1-27u， あらひとがみ，名詞，12030

（神仏・精霊）
1-30o， あま，名詞，12030（神仏・精

霊）/15260（海・島）/12413
（農林水産業）

1-32u， あご，名詞，12130（子・子孫）
1-32o， あね，名詞，12140（兄弟）
1-26o， あるじ，名詞，12220（主客）

/13520（応接・送迎）
1-25o， あをひとくさ，名詞，12301

（国民・住民）
1-27o， あそみ，名詞，12330（社会階

層）
1-27u， あづまづ，名詞，12540（都

会・田舎）
1-31u， あがた，名詞，12550（政治的

区画）
1-26u， ありなれかは，名詞，12590

（固有地名）
1-27u， あづま，名詞，12590（固有地

名）
1-29o， あすか，名詞，12590（固有地

名）
1-32o， あはれ，感動詞、名詞，13020

（好悪・愛憎）/43000（感動）
1-30u， あはれ，名詞、感動詞，13020

（好悪・愛憎）/43000（感動）
1-26u， あなうら，名詞，13066（判

断・推測・評価）
1-32u， あざな，名詞，13102（名）
1-21u， あひ，名詞，13132（問答）
1-28o， あど，名詞，13132（問答）
1-34u， あんない，名詞，13155（文

書）/13522（仲介）
1-16o， あさい，名詞，13330（生活・

起臥）
1-23u， あとうがたり，名詞，13370

（遊楽）
1-17o， あがき，名詞，13392（手足の

動作）
1-25o， あまのさかて，名詞，13392

（手足の動作）
1-33u， あしずり，名詞，13392（手足

の動作）
1-25u， あまつひつぎ，名詞，13410

（身上）
1-25o， あへ，名詞，13680（待遇）
1-24u， あざへ，名詞，13701（所有）
1-20o， あたひ，名詞，13730（価格・

費用）/12390（固有人名）

1-32o， あらきはり，名詞，13822（建
設・土木）

1-27u， あげまき，名詞，13840（裁
縫）/15605（皮・毛髪・羽毛）
/12050（老少）

1-31u， あくた，名詞，14100（資材・
ごみ）

1-23u， あらすみ，名詞，14130（燃
料・肥料）

1-31o， あぶら，名詞，14140（ゴム・
のり・油など）

1-26o， あ ま の た く な は， 名 詞，
14160（コード・縄・綱など）

1-28u， あしを，名詞，14160（コー
ド・縄・綱など）

1-28u， あしつを，名詞，14160（コー
ド・縄・綱など）

1-17o， あみ，名詞、動詞，14161（網）
/23840（裁縫）

1-29u， あはせ，名詞，14210（衣服）
1-29u， あを，名詞，14210（衣服）

/14220（上着・コート）
1-22u， あゆひ，名詞，14251（ネクタ

イ・帯・手袋・靴下など）
1-30u， あしだ，名詞，14260（履き物）
1-19u， あこやのたま，名詞，14280

（装身具）
1-23o， あぜくら，名詞，14410（家

屋・建物）
1-21u， あなゝひ，名詞，14450（棚・

台・壇など）/14440（屋根・
柱・壁・窓・天井など）

1-28o， あじか，名詞，14515（かご・
俵など）

1-23u， あふぎ，名詞，14541（日用品）
1-26o， あをびえ，名詞，14550（刃物）
1-25u， あまがつ，名詞，14570（遊

具・置物・像など）
1-26u， あ け の そ ほ ふ ね， 名 詞，

14660（乗り物（海上））
1-19u， あづち，名詞，14720（その他

の土木施設）
1-28u， あらかね，名詞，15111（鉱物）
1-18u， あわ，名詞，15130（水・乾湿）
1-19o， あましたり，名詞，15130

（水・乾湿）
1-17u， あらし，名詞，15151（風）
1-18o， あわゆき，名詞，15153（雨・

雪）
1-18o， あられ，名詞，15153（雨・雪）

/11552（分割・分裂・分散）
1-16o， あめ，名詞，15200（宇宙・空）
1-17o， ありそ，名詞，15260（海・島）
1-30u， あをうなはら，名詞，15260

（海・島）
1-20u， あいつゝし，名詞，15401（木

本）
1-20u， あぢさゐ，名詞，15401（木本）
1-24u， あはき，名詞，15401（木本）
1-21o， あゐ，名詞，15402（草本）
1-21o， あしゐ，名詞，15402（草本）
1-22o， あふひ，名詞，15402（草本）
1-22u， あかね，名詞，15402（草本）
1-25o， あは，名詞，15402（草本）
1-29o， あらゝき，名詞，15402（草本）
1-29o， あやめ，名詞，15402（草本）

/13071（論理・証明・偽り・誤
り・訂正など）

1-31o， あさがほ，名詞，15402（草
本）/15505（昆虫）

1-30u， あをのり，名詞，15403（隠花
植物）

1-28o， あしか，名詞，15501（哺乳類）
1-20u， あいさ，名詞，15502（鳥類）
1-23u， あふむ，名詞，15502（鳥類）
1-26o， あゆ，名詞，15504（魚類）
1-32o， あり，名詞，15505（昆虫）

1-24u， あし，名詞，15603（手足・指）
1-22u， あこえ，名詞，15606（骨・歯・

爪・角・甲）
1-26u， あはたこ，名詞，15606（骨・

歯・爪・角・甲）
1-18u， あか，名詞，15607（体液・分

泌物）/15130（水・乾湿）
1-22u， あひおひ，名詞，15701（生）
1-33u， あせぼ，名詞，15721（病気・

体調）
1-28o， あやかる，動詞，21130（異

同・類似）
1-17u， あふ，動詞，21340（調和・混

乱）/21550（合体・出会い・
集合など）/23350（冠婚）
/23520（応接・送迎）/23543

（争い）
1-33u， あくがるゝ，動詞，21520（進

行・過程・経由）
1-31u， あがつ，動詞，21552（分割・

分裂・分散）
1-27o， あふる，動詞，21580（増減・

補充）
1-16u， あまる，動詞，21931（過不

足）
1-24u， あつかふ，動詞，23014（苦

悩・悲哀）
1-31u， あがむ，動詞，23021（敬意・

感謝・信頼など）
1-34o， あさわらふ，動詞，23030（表

情・態度）
1-34o， あざける，動詞，23031（声）

/23683（脅迫・中傷・愚弄な
ど）

1-19u， あさる，動詞，23065（研究・
試験・調査・検査など）

1-33u， あなぐる，動詞，23065（研
究・試験・調査・検査など）

1-20u， あからめさす，動詞，23091
（見る）

1-26u， あぐみにゐる，句，23391（立
ち居）

1-27o， あきとふ，動詞，23393（口・
鼻・目の動作）

1-19u， あらそふ，動詞，23543（争い）
1-20o， あつらふ，動詞，23660（請

求・依頼）
1-21o， あたふ，動詞，23770（授受）
1-24u， あらふ，動詞，23841（染色・

洗濯など）
1-17o， あせ，動詞、名詞，25020（色）

/25130（水・乾湿）/15607
（体液・分泌物）

1-23o， あだし，形容詞，31010（こそ
あど・他）

1-20u， あそ，副詞，31010（こそあ
ど・他）/41180（理由）

1-33o， あふさきるさ，形容動詞，
31130（異同・類似）

1-25u， あたかも，副詞，31130（異
同・類似）

1-24o， あやし，形容詞，31331（特徴）
1-24o， あちきなし，形容詞，31332

（良不良・適不適）
1-17o， あばら，形容動詞，31341（弛

緩・粗密・繁簡）
1-24o， あ か ら さ ま， 形 容 動 詞，

31600（時間）
1-25o， あまた，副詞，31910（多少）
1-34o， あしふみたてぬ，句，31912

（広狭・大小）
1-20o， あながち，形容動詞，31920

（ 程 度 ）/31921（ 限 度 ）
/33040（信念・努力・忍耐）
/33045（意志）/33430（行
為・活動）

1-16u， あまねし，形容詞，31940（一

般・全体・部分）
1-33o， あさまし，形容詞，33002（感

動・興奮）
1-34u， あきたらず，句，33013（安

心・焦燥・満足）
1-23o， あやかし，形容詞、名詞，

33068（詳細・正確・不思議）
/15504（魚類）

1-33o， あ い た て な し， 形 容 詞，
33421（才能）

1-23o， あらけなし，形容詞，33422
（威厳・行儀・品行）

1-30u， あしかる，名詞，33422（威
厳・行儀・品行）

1-17u， あかし，形容詞，35020（色）
1-22u， あかねさす，枕詞，39999（枕

詞）
1-28u， あをによし，枕詞，39999（枕

詞）
1-30o， あしびき，枕詞，39999（枕詞）
1-21o， あるひは，接続詞，41140（選

択）
1-16o， あな，感動詞，43010（間投）
1-16u， あや，感動詞，43010（間投）
1-20o， あに，副詞，43120（予期）
1-36o， い，一文字，-
1-36o， いもねす，句，23330（生活・

起臥）
1-36o， いと，副詞、名詞，31920（程

度）/14200（衣料・綿・革・糸）
1-36o， いつゝ，数詞，11960（数記号

（一二三））
1-36o， いたがひ，名詞，13811（牧

畜・漁業・鉱業）
1-36u， いけす，名詞，14720（その他

の土木施設）
1-36u， いき，名詞，15710（生理）
1-36u， いさらみつ，名詞，15130

（水・乾湿）
1-36u， いづ，名詞，33310（人生・禍

福）
1-37o， いかづち，名詞，15140（天災）
1-37o， いなひかり，名詞，15010（光）
1-37o， いでや，感動詞，43020（掛け

声）
1-37u， いにしへ，名詞，11642（過去）
1-37u， いま，名詞，11641（現在）
1-37u， いまだ，副詞，31670（時間的

前後）
1-37u， いさよひ，名詞，11633（日）
1-37u， いつ，副詞，11611（時機・時

刻）
1-38o， いは，名詞，15111（鉱物）
1-38o， いはほ，名詞，15111（鉱物）
1-38o， いはふ，動詞，23360（行事・

式典・宗教的行事）
1-38o， いむ，動詞，23360（行事・式

典・宗教的行事）
1-38u， いつく，動詞，23360（行事・

式典・宗教的行事）
1-38u， いほ，名詞，14410（家屋・建

物）
1-38u， いへ，名詞，12510（家）
1-38u， いはや，名詞，15240（山野）
1-38u， いちしるし，形容詞，31920

（程度）
1-38u， いやちこ，形容動詞，31112

（因果）
1-39o， いし，名詞、形容詞，15111

（鉱物）/31660（新旧・遅速）
1-39o， いそ，名詞，15260（海・島）
1-39o， いまし，副詞，31641（現在）
1-39u， いさご，名詞，15111（鉱物）
1-39u， いづこ，代名詞，11700（空

間・場所）
1-39u， いる，動詞，21532（入り・

入れ）/23820（製造工業）
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/23842（炊事・調理）
1-39u， いろ，名詞，15020（色）
1-39u， いろは，名詞，12120（親・先

祖）/15020（色）
1-39u， いろと，名詞，12140（兄弟）
1-39u， いろね，名詞，12140（兄弟）
1-40o， いろくつ，名詞，15605（皮・

毛髪・羽毛）
1-40o， いはけ，名詞，13002（感動・

興奮）/23393（口・鼻・目の
動作）/31660（新旧・遅速）

1-40o， いはつな，名詞，15402（草本）
1-40u， いはなし，名詞，15401（木本）
1-40u， いはくみ，名詞，15403（隠花

植物）
1-40u， いはむ，動詞，21580（増減・

補充）
1-40u， いばゆ，動詞，23031（声）
1-40u， いぼむしり，名詞，15505（昆

虫）
1-41o， いひほ，名詞，11820（玉・凹

凸・うず・しわなど）/15605
（皮・毛髪・羽毛）

1-41o， いへとも，接続詞，41130（反
対）

1-41o， いも，名詞，12140（兄弟）
/15402（草本）

1-41o， いとをしがる，動詞，23020
（好悪・愛憎）

1-41u， いとなむ，動詞，23430（行
為・活動）

1-41u， いとま，名詞，13320（労働・
作業・休暇）

1-41u， いとまごひ，名詞，23320（労
働・作業・休暇）

1-41u， いとふ，動詞，23020（好悪・
愛憎）

1-41u， いどむ，動詞，23543（争い）
1-41u， いとこ，名詞，12210（友・な

じみ）/12150（親戚）
1-42o， いとけなし，形容詞，31660

（新旧・遅速）
1-42o， いち，名詞，12640（事務所・

市場・駅など）
1-42o， いちはやし，形容詞，33680

（待遇・礼など）/31913（速
度）

1-42u， いちぐら，名詞，12650（店・
旅館・病院・劇場など）

1-42u， いちご，名詞，15402（草本）
1-42u， いちひ，名詞，15401（木本）
1-42u， いなん，句，21527（往復）
1-42u， いぬ，名詞，15501（哺乳類）
1-43o， いるか，名詞，15501（哺乳

類）
1-43o， いが，代名詞、名詞，12010

（われ・なれ・かれ）/15410
（枝・葉・花・実）/15506（そ
の他の動物）/11633（日）

1-43u， いかゞ，副詞，31010（こそあ
ど・他）

1-43u， いかる，動詞，23012（恐れ・
怒り・悔しさ）

1-43u， いかるか，名詞，15502（鳥
類）/12590（固有地名）

1-44o， いかり，名詞，14540（農工具
など）

1-44o， いかし，形容詞，33310（人
生・禍福）

1-44o， いかた，名詞，14530（文具）
/14660（乗り物（海上））

1-44o， いがむ，動詞，23543（争い）
1-44o， いがき，名詞，14420（門・塀）
1-44o， いがひ，名詞，15506（その他

の動物）
1-44u， いや，副詞，31920（程度）
1-44u， いよやか，形容動詞，33310

（人生・禍福）
1-44u， いたはる，動詞，23040（信

念・努力・忍耐）/23650（救
護・救援）/23680（待遇）

1-44u， い た づ が は し， 形 容 詞，
33014（苦悩・悲哀）

1-44u， いたづき，名詞，13014（苦
悩・悲哀）/14551（武器）

1-45o， いたどり，名詞，15402（草本）
1-45o， いたち，名詞，15501（哺乳類）
1-45o， いたる，動詞，21521（移動・

発着）
1-45u， いたゞき，名詞，15240（山野）
1-45u， いたづら，形容動詞，33710

（経済・収支）
1-45u， いたむ，動詞，23014（苦悩・

悲哀）
1-45u， いだく，動詞，23392（手足の

動作）
1-45u， いたやかひ，名詞，15506（そ

の他の動物）
1-46o， いたやくし，名詞，14551（武

器）
1-46o， いたび，名詞，15402（草本）
1-46o， いそく，動詞，21660（新旧・

遅速）
1-46o， いそし，形容詞，33040（信

念・努力・忍耐）
1-46o， いざ（不知），副詞，43100

（判断）
1-46o， いざ（去来），副詞，43010

（間投）
1-46u， いさな，名詞，15504（魚類）
1-46u， いさむ，動詞，23040（信念・

努力・忍耐）/23640（教育・
養成）/23670（命令・制約・
服従）

1-47o， いさをし，形容詞，33430（行
為・活動）

1-47o， いさつる，動詞，23030（表
情・態度）

1-47o， いさきよし，形容詞，33420
（人柄）

1-47o， いさゝか，副詞，31910（多
少）

1-47u， いつる，動詞，23811（牧畜・
漁業・鉱業）

1-47u， いづみ，名詞，15250（川・湖）
1-47u， いね，名詞，15402（草本）
1-47u， いな，感動詞，43210（応答）
1-47u， いらへ，名詞，13132（問答）
1-47u， いらか，名詞，14440（屋根・

柱・壁・窓・天井など）
1-48o， いらつこ，名詞，12040（男女）
1-48o， いら，名詞，15410（枝・葉・

花・実）
1-48o， いらし，名詞，13780（貸借）
1-48o， いのち，名詞，15700（生命）
1-48o， いのる，動詞，23360（行事・

式典・宗教的行事）
1-48u， いくは，名詞，14580（標章・

標識・旗など）/12590（固有
地名）

1-48u， いくむ，動詞，23012（恐れ・
怒り・悔しさ）

1-48u， いくさ，名詞，12420（軍人）
1-48u， いやし，形容詞，33410（身上）
1-49o， いまき，名詞，12301（国民・

住民）
1-49o， いけ，名詞，15250（川・湖）
1-49o， いけにへ，名詞，12340（人物）
1-49o， いぶり，名詞，13680（待遇）

/13045（意志）
1-49o， いぶかる，動詞，23061（思

考・意見・疑い）
1-49u， いこふ，動詞，23320（労働・

作業・休暇）

1-49u， いきほひ，名詞，11403（勢い）
1-49u， いきとほり，名詞，23012（恐

れ・怒り・悔しさ）
1-49u， いきざし，名詞，15710（生理）
1-49u， いきすだま，名詞，12030（神

仏・精霊）
1-49u， いしはし，名詞，14720（その

他の土木施設）
1-49u， いしぶし，名詞，15504（魚類）
1-49u， いひ，名詞，14310（料理）

/14720（その他の土木施設）
/15502（鳥類）

1-50o， いびき，名詞，15710（生理）
1-50o， いひとよ，名詞，15502（鳥類）
1-50o， いせ，名詞，12390（固有人名）
1-50o， いすろこふ，動詞，23543（争

い）
1-50o， いはたな，名詞，15240（山野）
1-50u， いれひも，名詞，14160（コー

ド・縄・綱など）
1-50u， いぐし，名詞，14170（飾り）
1-50u， いろめ，名詞，13030（表情・

態度）
1-50u， いへづと，名詞，14010（持ち

物・売り物・土産など）
1-50u， いかけ，動詞，21535（包み・

覆いなど）
1-50u， いくばく，副詞，31920（程度）
1-50u， いんぢ，名詞，13370（遊楽）
1-51o， いりあひ，名詞，11635（朝晩）

/14560（楽器・レコードなど）
1-51o， いきづむ，動詞，23040（信

念・努力・忍耐）
1-51o， いば，名詞，14700（地類（土

地利用））
1-51o， いもせ，名詞，12110（夫婦）
1-51u， いじ々々，副詞，33030（表

情・態度）
1-51u， いりほか，名詞，11302（趣・

調子）
1-51u， いぢ，名詞，13420（人柄）
1-51u， いとをし，形容詞，33020（好

悪・愛憎）
1-52o， いろふ，動詞，21110（関係）
1-52o， いやまし，形容動詞，31920

（程度）
1-52o， い ろ 々 々 こ ろ も， 名 詞，

14210（衣服）
1-52o， いはとのせき，名詞，12600

（社会・世界）
1-52o， いはわだ，名詞，15250（川・

湖）
1-52o， いはとかしは，名詞，11621

（永久・一生）
1-52u， いはかき，名詞，14420（門・

塀）
1-52u， いはせのたま，名詞，15111

（鉱物）
1-52u， いとゆふ，名詞，15154（天気）
1-52u， いほ，名詞，11960（数記号

（一二三））
1-53o， いづてぶね，名詞，14660（乗

り物（海上））
1-53o， いつまでぐさ，名詞，15402

（草本）
1-53o， いなのめ，名詞，11635（朝晩）
1-53o， いなばのくも，名詞，15410

（枝・葉・花・実）
1-53o， いむてふつき，名詞，13360

（行事・式典・宗教的行事）
1-53u， いまはのやま，名詞，15240

（山野）
1-53u， いめひと，名詞，12413（農林

水産業）
1-53u， いるかせ，形容動詞，33045

（意志）
1-53u，いぶき，名詞，15710（生理）

1-54o， いしずゑ，名詞，14440（屋
根・柱・壁・窓・天井など）

1-54o， いしま，名詞，11331（特徴）
1-54o， いわし，名詞，15504（魚類）
1-54u， いはむら，名詞，15111（鉱物）
1-54u， いんさき，名詞，11642（過去）
1-54u， いこよか，形容動詞，33422

（威厳・行儀・品行）
1-54u， いしき，名詞，11112（因果）
1-54u， いめあはせ，名詞，13066（判

断・推測・評価）
1-55o， いんがふ，名詞，12340（人物）
1-55o， いそふり，名詞，15155（波・

潮）
1-55o， いへとじ，名詞，12220（主客）
1-55o， いくそばく，副詞，31910（多

少）
1-55o， いてふ，名詞，15401（木本）
1-55u， いでゆ，名詞，15250（川・湖）
1-55u， いそのかみ，名詞，12590（固

有地名）/39999（枕詞）
1-55u， いすゝきゝ，連語，23013（安

心・焦燥・満足）
1-55u， い な お ほ せ と り， 名 詞，

15502（鳥類）
1-56o， いほへやま，名詞，15240（山

野）
1-56o， いゆ，動詞，25721（病気・体

調）
1-56o， いこじ，名詞，23810（農業・

林業）
1-56o， いけのこゝろ，名詞，11741

（上下）
1-56o， いつくしむ，動詞，23020（好

悪・愛憎）
1-56o， いましむ，動詞，23640（教

育・養成）
1-56u， いつはる，動詞，23071（論理・

証明・偽り・誤り・訂正など）
1-56u， いへづと，名詞，14010（持ち

物・売り物・土産など）
1-56u， いはんや，接続詞，41120（展

開）
1-56u， い か も の づ く り， 名 詞，

11320（内容・構成）
1-56u， いままゐり，名詞，11660（新

旧・遅速）
1-57o， いますがり，動詞，21200（存

在）
1-57o， い の ち が け， 形 容 動 詞，

33040（信念・努力・忍耐）
1-57u， いはぬいろ，名詞，15020

（色）
1-57u， いでにしたま，名詞，12030

（神仏・精霊）
1-57u， いぼたのき，名詞，15401（木

本）
1-57u， いでんけでん，名詞，13160

（文献・図書）
1-58o， いさかふ，動詞，23133（会

議・論議）
2-01o， う，一文字，-
2-01o， うひかうふり，名詞，13350

（冠婚）
2-01o， うへ，名詞，11741（上下）
2-01o， うそ，名詞，13100（言語活

動）/15501（哺乳類）
2-01u， うたかた，名詞，15130（水・

乾湿）
2-01u， うたがふ，動詞，23061（思

考・意見・疑い）
2-01u， うづき，名詞，11631（月）
2-01u， うるふづき，名詞，11631

（月）
2-02o， うるふ，動詞，25130（水・乾

湿）
2-02o， うきよ，名詞，12600（社会・
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世界）
2-02o， うろくつ，名詞，15605（皮・

毛髪・羽毛）
2-02o， うを，名詞，15504（魚類）
2-02o， うてな，名詞，14450（棚・台・

壇など）
2-02u， うず，名詞，14280（装身

具）/14540（農工具など）
/15155（波・潮）

2-02u， うくは，名詞，14520（食器・
調理器具）

2-02u， うや，名詞，13681（礼）
2-03o， うむき，名詞，15506（その他

の動物）
2-03o， うなゐ，名詞，15605（皮・毛

髪・羽毛）
2-03o， うぐひす，名詞，15502（鳥類）
2-03o， うけひ，名詞，13530（約束）

/13047（信仰・宗教）
2-03u， うし，名詞，12340（人物）

/15501（哺乳類）
2-03u， うぶすな，名詞，12520（郷

里）/12030（神仏・精霊）
2-04o， うながし，名詞，13670（命

令・制約・服従）
2-04o， うつなひ，名詞，13066（判

断・推測・評価）
2-04o， うけら，名詞，15402（草本）
2-04u， うぶめ，名詞，12030（神仏・

精霊）
2-04u， うなたれ，名詞，13391（立ち

居）
2-04u， うちでのたち，名詞，14550

（刃物）
2-04u， うづら，名詞，15502（鳥類）
2-04u， うめなり，連語，43120（予期）
2-05o， うこぎ，名詞，15401（木本）
2-05o， うちは，名詞，14541（日用品）
2-05o， うらみ，名詞，13020（好悪・

愛憎）
2-05o， うら，名詞，14201（布・布

地・織物）/15260（海・島）
/11750（面・側・表裏）/15410

（枝・葉・花・実）/13066（判
断・推測・評価）/13000（心）

2-05u， うらおもひ，名詞，13067（決
心・解決・決定・迷い）

2-05u， うらゝか，形容動詞，35150
（気象）

2-05u， うね，名詞，14700（地類（土
地利用））

2-06o， うみ，名詞，15260（海・島）
/15607（体液・分泌物）

2-06o， うじ，名詞，15505（昆虫）
2-06o ，うから，名詞，12100（家族）
2-06o， うちまき，名詞，13360（行

事・式典・宗教的行事）
2-06u， うま，名詞，15501（哺乳類）
2-06u， うつ，語素、動詞，31940（一

般・全体・部分）/33410（身
上）/31345（美醜）/23580

（軍事）/23851（練り・塗り・
撃ち・録音・撮影）/21561（当
たり・打ちなど）

2-06u， うつしき，形容詞，31200（存
在）

2-06u， うつゝ，名詞，13003（飢渇・
酔い・疲労・睡眠など）

2-07o， うしはく，動詞，23600（支
配・政治）

2-07o， うつむろ，名詞，14410（家
屋・建物）

2-07o， うぶやしなひ，名詞，13360
（行事・式典・宗教的行事）

2-07u， うしほ，名詞，15155（波・潮）
2-07u， うきゝ，名詞，15400（植物）

/15504（魚類）/15503（爬虫

類・両生類）
2-07u， うるけ，名詞，33421（才能）
2-07u， うそふく，動詞，23100（言語

活動）
2-07u， うつけ，名詞，11250（消滅）
2-07u， うさゆづる，名詞，14160

（コード・縄・綱など）
2-07u， うなや，名詞，12660（教室・

兵営など）
2-08o， うむかしみ，動詞，23011

（快・喜び）
2-08o， う む， 動 詞，25701（ 生 ）

/23820（製造工業）/23003（飢
渇・酔い・疲労・睡眠など）

2-08o， うつくまる，動詞，23391（立
ち居）

2-08o， うだち，名詞，14440（屋根・
柱・壁・窓・天井など）

2-08o， うつばり，名詞，14440（屋
根・柱・壁・窓・天井など）

2-08u， うなづく，動詞，23390（身振
り）

2-08u， うたげ，名詞，13510（集会）
2-08u， うらき，名詞，23003（飢渇・

酔い・疲労・睡眠など）
2-08u， うさぎ，名詞，15501（哺乳

類）
2-08u， うはぎ，名詞，15402（草本）
2-08u， うつほ（語釈にうつぼ），

名詞，11200（存在）/14511
（瓶・筒・つぼ・膳など）

2-09o， うゑ，名詞、動詞，13003（飢
渇・酔い・疲労・睡眠など）
/23810（農業・林業）

2-09o， うへのきぬ，名詞，14220（上
着・コート）

2-09o， うり，名詞，15402（草本）
2-09o， うはなり，名詞，12110（夫婦）
2-09o， うはのそら，名詞，15200（宇

宙・空）
2-09o， うはみ，名詞，14210（衣服）
2-09u， うちあはせ，名詞，15603（手

足・指）
2-09u， うつはもの，名詞，14510

（器・ふた）
2-09u， うめ，名詞，15401（木本）
2-09u， うしろ，名詞，11740（左右・

前 後・ た て よ こ ）/14460
（戸・カーテン・敷物・畳な
ど）

2-09u， うばたま，名詞，15410（枝・
葉・花・実）

2-10o， うれふ，動詞，23014（苦悩・
悲哀）

2-10o， うづまさ，名詞，12390（固有
人名）

2-10o， うからやから，名詞，12100
（家族）

2-10u， うしろ，名詞，11740（左右・
前後・たてよこ）

2-10u， うるか，名詞，14323（魚・肉）
2-10u， うはさ，名詞，13142（評判）
2-10u， うけたまはる，動詞，23532

（賛否）
2-11o， うとし，形容詞，23020（好

悪・愛憎）
2-11o， うつむく，動詞，23391（立ち

居）
2-11o， うち，名詞，接頭辞，11770

（ 内 外 ）/14400（ 住 居 ）
/12110（夫婦）/31910（多少）

2-11u， うたて，副詞，31920（程度）
2-11u， う の は な く た し， 名 詞，

15153（雨・雪）
2-11u， うはひぼさゝず，句，31341

（弛緩・粗密・繁簡）
2-11u， うかのみたま，名詞，12030

（神仏・精霊）
2-13o， え，一文字，-
2-13u， えにし，名詞，11110（関係）
2-13u， えと，名詞，11961（順位記号

（甲乙丙））0
2-13u， えび，名詞，15506（その他の

動物）/15402（草本）
2-14o， えたち，名詞，13320（労働・

作業・休暇）
2-14o， えだ，名詞，15410（枝・葉・

花・実）
2-14o， えり，名詞，14240（そで・襟・

身ごろ・ポケットなど）
2-14o， えかはら，名詞，15710（生

理）
2-14o， えみし，名詞，12300（人種・

民族）
2-14u， えぞ，名詞，12590（固有地名）
2-14u， えつり，名詞，11111（本末）
2-14u， えらぶ，動詞，23063（比較・

参考・区別・選択）
2-15o， えのき，名詞，15401（木本）
2-15o， えやみ，名詞，15721（病気・

体調）
2-15o， えふり，名詞，14470（家具）
2-15o， えこえひめ，名詞，12130

（子・子孫）
2-15o， えびら，名詞，14513（箱など）
2-15u， えびす，名詞，12300（人種・

民族）/12030（神仏・精霊）
2-17o， を，一文字，-
2-17o， をとこ，名詞，12040（男女）
2-17o， をとめ，名詞，12040（男女）
2-17o， をのこ，名詞，12040（男女）
2-17o， をとつひ，名詞，11642（過去）
2-17u， をとゝし，名詞，11642（過去）
2-17u， をとこざかり，名詞，11652

（途中・盛り）
2-17u，をゝし，形容詞，33430（行

為・活動）
2-17u， をしき，名詞，14511（瓶・筒・

つぼ・膳など）
2-17u， をさなし，形容詞，33421（才

能）/31660（新旧・遅速）
2-18o， をこたり，名詞，13040（信

念・努力・忍耐）
2-18o， をさめ，名詞，12411（管理

的・書記的職業）
2-18o， をさ々々し，形容詞，33420

（人柄）
2-18o， をひ，名詞，12150（親戚）
2-18o， をろち，名詞，15503（爬虫

類・両生類）
2-18u， をぢ，名詞，12150（親戚）

/12050（老少）
2-18u， をば，名詞，12150（親戚）
2-18u， をち々々，名詞，11000（事

柄）
2-19o， をちなし，形容詞，33012（恐

れ・怒り・悔しさ）
2-19o， をちこち，代名詞，11700（空

間・場所）
2-19o， をちかた，名詞，11730（方

向・方角）/11780（ふち・そ
ば・まわり・沿い）/11770

（内外）
2-19o， をみ，名詞，13820（製造工

業）/13360（行事・式典・宗
教的行事）

2-19o， をみな，名詞，12040（男女）
2-19u， をんなめ，名詞，12210（友・

なじみ）
2-19u， をうと，名詞，12110（夫婦）
2-19u， をくな，名詞，12050（老少）
2-20o， をけ，名詞，14512（おけ・た

る・缶）
2-20o， をはり，名詞，11651（終始）

2-20o， をとり，名詞，15502（鳥類）
2-20u， をどる，動詞，23370（遊楽）
2-20u， をりふし，名詞，11624（季節）
2-20u， をる，動詞，21570（成形・変

形）/21200（存在）
2-21o， をか，名詞，15240（山野）
2-21o， をがむ，動詞，23360（行事・

式典・宗教的行事）
2-21o， をかす，動詞，23440（犯罪・

罪）
2-21o， をよふ，動詞，21521（移動・

発着）
2-21o， をきゑ，名詞，14300（食料）
2-21o， をきむし，名詞，15505（昆虫）
2-21u， をきぬふ，動詞，21580（増

減・補充）
2-21u， をこづる，動詞，23520（応

接・送迎）
2-21u， をのゝく，動詞，23012（恐

れ・怒り・悔しさ）
2-21u， をぞ，名詞，15502（鳥類）

/15501（哺乳類）
2-22o， をの，名詞，14550（刃物）
2-22o， をぐらし，形容詞，35010

（光）
2-22o， をけら，名詞，15401（木本）
2-22o， をごり，名詞，13041（自信・

誇り・恥・反省）
2-22u， をこじ，名詞，15504（魚類）
2-22u， をこ，形容動詞，33421（才能）
2-22u， をかし，形容詞，33011（快・

喜び）
2-23o， をえ，名詞，11583（進歩・衰

退）
2-23o， をぎ，名詞，15402（草本）
2-23o， をばな，名詞，15402（草本）
2-23u， をかたまのき，名詞，15401

（木本）
2-23u， をしかは，名詞，14200（衣

料・綿・革・糸）
2-24o， をしむ，動詞，23021（敬意・

感謝・信頼など）
2-24o，をなり，名詞，13842（炊事・

調理）
2-24o， をせる，動詞，23091（見る）
2-24o， をみなへし，名詞，15402（草

本）
2-24o， をしふ，動詞，23640（教育・

養成）
2-24o， をしもの，名詞，14300（食

料）
2-24u， をすくに，名詞，13600（支

配・政治）
2-24u， をぜなか，名詞，11635（朝

晩）
2-24u， をはしがた，名詞，15602

（胸・背・腹）
2-24u， をもの，名詞，14300（食料）
2-25o， をかたごゑ，名詞，15502（鳥

類）
2-25o， をぐろ，名詞，12390（固有人

名）
2-25o， をろのかゝみ，名詞，14700

（地類（土地利用））
2-25o， をはぎ，名詞，15402（草本）
2-25o， をりはえ，名詞，11940（一

般・全体・部分）
2-25u， をくるまのにしき，名詞，

14210（衣服）
2-25u， をしえやし，名詞，13020（好

悪・愛憎）
2-25u， をしのふすま，名詞，13220

（芸術・美術）
2-25u， をぶちのこま，名詞，15501

（哺乳類）


